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周年記念式典が行われました

今号のトピックス

　新校・園舎の体育館で初めて迎えた周年記念式典では、多く
の来賓の方々が見守る中、戦争をはじめ幾多の困難を乗り越え
た明正の歴史、また今日を迎える喜びと感謝の思いを、子どもた
ちが「喜びのことば」と歌で声高らかに表現しました。
　式典後の校庭では、雲一つない快晴の下、音楽に合わせて園
児が今日の喜びを体いっぱいに表し、元気よく踊りました。また全校
児童によるマーチングドリルでは、日頃の練習の成果を十分に発揮
し、その美しい隊形と見事な演奏は、観客を大いに魅了しました。

　体育館で行われた記念式典では、スクリーンに次 と々懐かし
い月島の街並みや昔の校・園舎の風景が映し出されるとともに、
大勢の来賓の方 に々向かって、子どもたちが「喜びのことば」と歌
を披露し、引き継がれる伝統の大きさと未来への希望を情感豊
かに表現しました。

　式典後、ステージでは園児が未来をテーマに元気いっぱい歌
いました。そして小学校生活最後の金管演奏となった６年生全
児童は、客席の間を軽快な演奏とともに行進し、最後はステージ
で盛大にフィナーレを迎え、会場が大きな拍手に包まれました。

明正小学校開校90周年
明正幼稚園開園57周年

月島第一小学校開校110周年
月島第一幼稚園開園63周年

★プレディ設置校★
電話番号プレディ名

☎（３５５１）０５２２プレディ中央（中央小学校内）
☎（３５４４）２８６０プレディ明石（明石小学校内）
☎（３５４５）２８４３プレディ京築（京橋築地小学校内）
☎（３５５１）３６７３プレディ明正（明正小学校内）
☎（３６６８）２３３１プレディ日本橋（日本橋小学校内）
☎（３６６６）３９６０プレディ有馬（有馬小学校内）
☎（３６６３）７０４５プレディ久松（久松小学校内）
☎（３５３６）７０４１プレディ佃島（佃島小学校内）
☎（３５３１）４７４６プレディ月一（月島第一小学校内）
☎（３５３１）１０４５プレディ月二（月島第二小学校内）
☎（３５３１）７２５１プレディ月三（月島第三小学校内）
☎（３５３４）１３００プレディ豊海（豊海小学校内）

「プレディ」でサポーターを募集しています！
　プレディは、放課後や土曜日などに小学校施設内で児童が
安全に安心して過ごせる「子どもの居場所」です。運営に当
たっては「地域ぐるみで健全育成、地域の子どもは地域で育て
よう！」という趣旨のもと、保護者や地域の方などにサポーターと
してご協力をいただいています。

　  「サポーター」ってなぁに？
　子どもたちと一緒に遊び、おしゃべりしながら子どもたちを見守る
ボランティアです。事前に登録申込をしていただきます。高校生以
上の方なら特別な資格は必要ありません。
　平日は午後２時から７時３０分まで、春・夏・冬休みは午前８
時３０分から午後７時３０分まで、土曜日は午前８時３０分から
午後６時までの間で、ご都合の良い時間に２時間程度の活動
をお願いしています。

　  保護者の方もぜひサポーター登録を！
　お子さんがプレディを利用するだけでなく、保護者の方もサ
ポーターとしてプレディに参加してみませんか。ご家庭では見た

ことのないお子さんの違った顔を発見できるかもしれません。ま
た、子どもたちと接することで地域に顔なじみがたくさんできま
す。「地域ぐるみで育てよう！」に賛同してくださる方、サポーター
登録をお待ちしています！
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　毎年、桜の咲く時期に区民の皆さんに開放している柏学園
は、中央区から電車で約１時間、豊かな自然に囲まれた校外
学園です。
　４月を迎えると、柏学園の庭では、暖かな陽気に誘われ草木
が芽吹き、花を咲かせ始めます。
　春いっぱいの柏学園へ、皆さんご一緒にお越しください。

問合せ先 庶務課プレディ事業係　☎（３５４６）５６９０

問合せ先 学務課保健給食係　☎（３５４６）５５１５

４月上旬の土曜日・日曜日を予定
（桜の開花状況により変更する場合があります。）
詳細は、広報紙「区のおしらせ　中央」（３月２１日号）および区
ホームページでお知らせします。
　柏学園（千葉県柏市柏１２３６-１）
　ＪＲ柏駅東口下車、徒歩２５分
◎柏駅からバスを利用する場合は、阪東バス「戸張」行「柏学園
前」下車徒歩５分、または「大津ヶ丘団地」行「第五小学校」下車
徒歩１０分　※ご来園の際は、公共交通機関をご利用ください。

会　場

日　時

交通機関

１１月５日（土）
挙行

１１月19日（土）
挙行

「あふれる自然に春の訪れ」 柏学園を開放！

研究発表会を実施しましたP2

豊海小学校・幼稚園新校・園舎の落成式を挙行いたしましたP3

教育委員を紹介しますP6

まちかど教育委員会を開催しましたP7



月島第一幼稚園

主　題：夢中で遊ぶ幼児を育てる
　　　 ― 明日の保育につながる振り返りを通して ―
日　時：平成28年12月15日（木）
　
　この研究では、保育実践の丁寧な振り返りを通して
今日から明日へ保育をつなげ、夢中で遊ぶ幼児を育
成することを目指しました。研究発表会当日は、全６学
級の公開保育、研究発表、講演が行われました。
　研究の取組を通して、夢中で遊ぶ幼児を育てるため
には、「遊びへの取組」など４つの内容を、「事実の把握
と経験している内容」など３つの観点で振り返り、見直
し・改善を行うことが大切であることが分かりました。ま
た、教師同士の情報共有や協力体制が強まりました。
そして、より意図的な教師の援助や環境構成により、夢
中で遊ぶ幼児の姿が多く見られるようになりました。

中学校連合音楽会
　12月1日（木）に銀座ブロッサムにおいて、区立中学校の２
年生が参加し、中学校連合音楽会を開催しました。
　全員合唱「そのままの君で」から音楽会が始まり、続けて
各校２曲ずつ、日々 の練習成果を披露しました。心を込めた
歌声がホールに響き渡り、生徒たちは素敵な合唱に聴き入っ
ていました。発表後は、作曲家の八木澤教司先生による講
評と合唱教室が行われました。八木澤先生の丁寧な指導に
より、生徒たちは言葉の大切さを学びました。合唱教室の最
後に歌った「あすという日が」は、学んだことを発揮した素晴
らしいものとなりました。
　後半は、東京オペラ合唱団によるオペラ「カルメン」「椿姫」

など７曲を鑑賞し、プロの高度な演奏技術に圧倒されました。
司会の西島定一氏による説明と解説も加わり、曲の情景を思
い浮かべながら、オペラを深く楽しむことができました。

や ぎ さわ さと し

にし じま さだ かず

 平成27・28年度　中央区教育委員会 研究奨励校・奨励園

研究発表会を実施しました

　本区教育委員会では、平成27年度から4カ年の計画で
全区立小学校（16校）の通学路に防犯カメラの設置を行っ
ており、平成28年度までに8校の通学路への設置を完了
します。
　設置場所は、小学校・ＰＴＡ・警察署等の皆さんと通学
路を点検し、町会・商店会などの防犯カメラとも重複しない
よう、協議・検討を重ねて決定しました。
　また、近隣住民の方のプライバシーを守るため、不要な部
分はカメラに映らないよう配慮するとともに、記録された画
像情報は、警察等による捜査上の要請がない限り、提供で

きないよう規定しています。
　児童を狙った犯罪を未然に防ぐため、今後とも皆さまの
ご理解とご協力をお願いします。
【平成27年度設置校】
　・日本橋小学校　　・有馬小学校
　・久松小学校　　　・月島第一小学校
【平成28年度設置校】
　・中央小学校　　　・佃島小学校
　・月島第二小学校　・豊海小学校

小学校の通学路に防犯カメラを設置しています

問合せ先 学務課学事係 ☎（３５４６）５５１２

りんごをいただきました
　11月28日（月）、山形県東根市から特産であるりんごのプレゼントが区
立幼稚園の５歳児に届き、月島第二幼稚園で贈呈式が行われました。当
日は、東根市果樹研究連合会と東根市経済部農林課の方々をお迎え
し、おいしいりんごの作り方を楽しく学びました。その後、代表として４名の
園児が真っ赤なりんごを受け取りました。園児たちは、元気いっぱいにお
礼の言葉と歌を披露して、感謝の気持ちを伝えました。

　落葉する木々の凛とした姿に暮れ行く秋を感じる頃、
新校・園舎の落成式を挙行いたしました。
　当日は、改築にお力添えいただいた保護者や学校関
係者、地域の皆さまなど多くの方 を々お招きしました。子ど
もたちは、改築に関わった方々への感謝の気持ちを込め
て、来賓控室に、色鮮やかな200羽の折り鶴を飾りました。
　式典では、子どもたちが新校・園舎への期待感や35年
間学びの場を支えてくれた旧校・園舎への感謝の気持ち
を、｢喜びのことば｣と歌を交え大きな声で会場内に響き渡
らせました。

　式典後には、｢豊海小管楽器クラブ｣が、｢昭和の名曲｣
と題し、お客さまに馴染みのある曲を演奏しました。式典
のために早朝や放課後、休日も練習に取り組んできた迫
力ある演奏は、会場を大いに盛り上げ、お客さまから盛大
な拍手をいただきました。
　４月には新校・園舎の改築後、初めて新しいお友達を
迎えます。活気に溢れる｢豊海っ子｣のますますのご活躍
をお祈りいたします。
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司会の西島定 氏による説明と解説も加わり、曲の情景を思説も わり、曲 情景を
い浮かべながら、オペラを深く楽しむことができました。ができまし

　　　　　    豊海小学校・豊海幼稚園
新校・園舎の落成式を挙行いたしました
　　　　　    豊豊
新校 舎舎 落成新校 園舎舎 落成
平成28年11月26日(土)

月島第二小学校

主　題：豊かな心をもち、正しい判断で自主的に行動
　　　 できる児童の育成 ～教師は授業で勝負する～
日　時：平成28年11月4日（金）
　
　「特別の教科 道徳」の目指す「よりよく生きるため
の基盤となる道徳性を養う」ために、道徳を中心とし
た授業改善に取り組みました。学年の研究授業を踏
まえ、全体の研究授業、さらに改善した学年研究授業
と進めました。教師は、協力して道徳の授業づくりを行
い、授業改善につなげました。子どもたちは教師と共
に考える道徳の授業を楽しみ、自分の思いや考えを
友達と交流しながら道徳的諸価値について広く深く
考えを巡らすようになりました。発表会では、全学級
の授業公開と副島賢和先生から心温まるご講演を
いただき、有意義な時間を過ごすことができました。

そえ じま まさ かず
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中央区のオリンピック・パラリンピック教育

豊海小学校

中国の児童との交流
　豊海小学校は、オリンピック・パラリンピック教育の
交流国の一つである、中華人民共和国（中国）につ
いて調べたり交流したりする学習をしています。1月
20日（金）、中国浙江省の小学生と保護者の総勢35
名が訪れました。
　当日は、9月から使用を開始した新校舎の施設見
学と全校児童による歓迎会、4年生との交流を行い
ました。中国の小学生は、環境に配慮した学校施設
の仕組みや日本の小学校の教育活動に興味を持っ
ていました。4年生に教わりながら、折り紙、羽根つき、
かるた、けん玉などの遊びを体験し、同年代の子ども
たちとの関わりを楽しんでいました。言葉は通じなくと
も互いにコミュニケーションを図ろうとする気持ちの
高まりが見られました。

せっこうしょう

も互いにコミュニケーションを図ろうとする気持ちの
高まりが見られました。

　サモア独立国（サモア）との交流では、まず、事前
学習として、各学級で、サモアの言葉や文化を学びま
した。子どもたちは、サモア語に興味を示し、日常生活
の中でも「タロファ（＝おはよう・こんにちはなどのあいさ
つ全般）」とあいさつをしている姿が見られました。
　交流当日はサモアの場所や風土、文化について
映像を見て、日本との違いを知るために〇×ゲームを
交えながら楽しく学習をしました。
　次に、サモアに伝わる伝統的な踊りを教えていた
だき、みんなで踊りました。
　最後の質問コーナーでは、保護者の方に英語で
通訳をしていただきました。
　体験を通し、子どもたちから多くの質問が出され
たことは、まさにサモアについてもっと知りたい、調べ
たいという気持ちの表れと言えます。

明石小学校

サモア大使館との交流
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の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
よ
る
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュの
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

① 

お
も
て
な
しE

n
g
lish

　

今
後
増
加
す
る
外
国
人
旅
行
者
と
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
る
た
め
、あ
い
さ
つ
や
道
案

内
等
、「
お
も
て
な
し
」の
基
本
的
な
英
語
や
丁
寧

な
表
現
を
学
習
し
ま
し
た
。最
初
は
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を

重
ね
る
う
ち
に
打
ち
解
け
、楽
し
く
学
ぶ
こ
と
で

実
際
に
使
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

② 

中
央
区
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
他
国
の
人
々
と
友
情
や
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
を
育
む
と
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
精
神
を
体
験
さ
せ
る
た
め
、ゴ
ル
フ
や
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
な
ど
で
体
を
動
か
し
な
が
ら
、英
語
で
指

示
を
出
し
合
い
応
援
し
ま
し
た
。自
然
に
笑
い
や
歓

声
が
上
が
り
、仲
良
く
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

③ 

中
央
区
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

　

中
央
区
の
歴
史
や
名
所
な
ど
を
発
信
す
る
た
め

の
ガ
イ
ド
マッ
プ
を
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
作
成
し

ま
し
た
。最
終
日
に
は
各
グ
ル
ー
プ
と
も
英
語
で
中

央
区
の
魅
力
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
生
徒
が
本
講
座
を
通
し
て
学
ん
だ「
英
語

で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
の
楽
し
さ
」を
、

今
後
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

英
語
講
座
を
実
施
し
ま
し
た

A

c
be

中央区リンピック（ゴルフ）中央区ガイドマップの作成

第８回中学生「東京駅伝」大会

中央区代表チーム、
がんばりました！

味の素スタジアム・都立武蔵野の森公園　特設周回コース

区市町村対抗駅伝競走
●男子の部（選手数17人・補員４人）制限時間３時間以内
　《距離：42.195㎞》　第1区2.195㎞　第２区～第９区２km　
　　　　　　　　　　　第10区～第17区３㎞
●女子の部（選手数16人・補員５人）制限時間２時間以内
　《距離：30㎞》　第1区～第10区1.5㎞　第11区～第16区2.5㎞

会　場

競技形式

男子選手
笠松　悠生
小林　瑠斗
天海　空音
村田　真生
坂本　一翔
坂本　勇太
西村　尊
森　翔汰
清田　道大

岩元　広大
佐々木　大
伊藤　端海
坂口　義就
赤木　慶太

川野邊　一城
杉本　修亮
金山　武生
新田　健人
熊谷　佳真
鹿島　和陽
岡崎　孝太

女子選手
浜守　晃帆
安久津　羽根
青木　実咲

幸田　沙也
鵜山　和奏
長沼　花
冨成　梨月
山本　れある
鈴木　薫子
鈴木　美呼
松木　穂の花
山野　磨弥
柴田   衣央里
山神　恋
武山　菜々花
石倉　涼葉
近藤　彩水
神谷　優香
森　日菜子
川島　琉菜
吉沢　海音

銀
座
中

佃
中

晴
海
中

日
本
橋
中

候補選手名（男子21名　女子21名）

※順不同、敬称略

駅伝」大会

チチーム、ムムチーム、
たた！たた！た！

男
候補選手名

　東京都教育委員会は、都内の中学
校2年生を対象に、中学生の健康増
進・体力向上、スポーツの振興および
競技力の向上を目的として駅伝大会
を開催しています。今年度も2月5日
（日）に、都内50区市町村からそれぞれ選抜された選手による「東京駅伝」大会が、
味の素スタジアム（調布市）において開催されました。
　当日は、さわやかな晴天の下、女子は30㎞を16人の選手で、男子は42.195㎞を17
人の選手で襷をつなぎました。女子１区の鈴木美呼選手（晴海中）は、第７位で襷を
つなぎ、敢闘賞を受賞するなど、健闘しました。全体の結果は女子50位（2:08:00）、男
子46位（2:36:43）、総合48位（4:44:43）でした。
　たくさんの方々のご声援ありがとうございました。

すず き み こたすき
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まちかど教育委員会を開催しました
現場に来て、、 見て、 聞いて、、感じる…

　まちかど教育委員会は、教育委員会と学校評議員・外部評価委員との意見交換会です。第16回は明正小学校・幼稚園、
第17回は佃中学校に伺いました。

教育委員を紹介します

　平成28年12月1日付けで、区長より新教育委員として本宮典幸氏と渥美哲夫氏が任命されました。両氏の就任にあ
たってのごあいさつを紹介します。

あつ み てつ おもと みや のり ゆき

　このたび教育委員に就任いたしました本宮典幸で
す。これまで多くの方々に支えられ、この大役を拝命い
たしました。日々 変化していく中央区の環境に、迅速か
つ柔軟な対応が今後ますます求められます。
　PTA連合会、青少年委員会活動時の経験・知識
をもとに、皆さまのお力添えもいただきながら、現在に
おける教育環境問題やいじめ問題、そして東京2020
オリンピック・パラリンピック競技大会を契機に広がるス
ポーツ、文化等、子どもたちに夢のある未来、可能性
が持てる環境づくりに、微力ではございますが努めて
まいります。
　今後とも引き続き、皆さまの温かいご指導ご支援のほ
ど、よろしくお願い申し上げます。

　このたび教育委員に就任いたしました渥美哲夫でご
ざいます。
　教育委員は区民の皆さまを代表して教育行政に取り
組むものと考えております。
　皆さまの声をお聴きしつつ、学校行事にできるだけ多く
参加させていただき、実際の学校教育を体験し学んでい
きたいと思います。
　学校は社会と同じで多様な人たちの集まりです。子
どもたちには勉学に励むと同時に心優しく成長してほし
い。教育に携わる方 と々手を携え、子どもたちが明日も
学校に行きたいと思う環境づくりの手助けができるよう、
微力ではありますが努力してまいる所存です。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

渥美 哲夫氏

教育委員
あつ み てつ お

本宮 典幸 氏

教育委員
もと みや のり ゆき

教育委員会の主な活動状況 （平成28年12月11日～平成29年3月10日）
◆ 第46回四区青年学級連合レクリエーション大会
　 12月11日（日）総合スポーツセンター
◆ 月島第一幼稚園研究発表会 12月15日（木）月島第一幼稚園
◆ 仕事始め式 1月4日（水） 
◆ 新成人のつどい 1月9日（祝）ロイヤルパークホテル
◆ 第1回定例会および研修会 1月11日（水）
◆ 中学校展覧会 1月13日（金）～16日（月）教育センター
◆ 新年こども羽根つき大会 1月14日（土）総合スポーツセンター
◆ 言語能力向上拠点校研究発表会 1月16日（月）有馬小学校
◆ 教育会研究報告会・中学校 1月18日（水）教育センター
◆ 小学校展覧会 1月18日（水）～24日（火）教育センター

◆ ＰＴＡ連合会新年賀詞交歓会 1月19日（木）銀座ブロッサム
◆ 教育会研究発表会・幼稚園 1月25日（水）教育センター
◆ 第8回中学生「東京駅伝」大会 2月5日（日）味の素スタジアム
◆ 教育委員会とＰＴＡ連合会との意見交換会 2月6日（月）
◆ 平成28年度 第1回中央区総合教育会議 2月8日（水）
◆ 第2回定例会および研修会 2月8日（水）
◆ 健康優良努力児童表彰式 2月9日（木）
◆ まちかど教育委員会 2月10日（金）佃中学校
◆ 中央小学校究発表会 2月17日（金）中央小学校
◆ 中央区理数教育パイロット校実践報告会 
　 2月20日（月）城東小学校

　マーチングバンド活動や家庭・地域との連携など、特色あ
る教育活動についての説明後に意見交換を行いました。
　５・６年生全員参加で行われるマーチングバンド活動で
は、協調性や集中力が養われていること、運動会や地域行
事での素晴らしい演奏は、子どもたちや先生方の努力と学
校の活動に対する地域と保護者の皆さまのご理解・ご協力
の賜物であることなどのご意見がありました。
　また、登下校時のあいさつの声掛けなどで、子どもたちへ
の見守りが根付いている地域であることや青少年対策地区

　明正小学校・幼稚園、佃中学校のご関係者の皆さま、先生方、ご協力ありがとうございました。
　今後も、教育委員会は、学校や地域の方々の声を直に聞かせていただく「まちかど教育委員会」を開催してまいります。

　オリンピック・パラリンピック教育について学校と地域の連
携を中心に意見交換が行われました。
　国際理解には世界に目を向けるのと同時に自国や自分が
住んでいる地域の歴史や文化を知ることも大切である、ハー
トフルスポーツを通じて世代を超えた交流が期待できるなど
のご意見がありました。また、オリンピック・パラリンピックに向
けて町会が行っているまちを花で彩る活動を生徒と一緒に
行いたいとのご提案もいただきました。
　オリンピアン・パラリンピアンをはじめ国内外の多くの方が

色あ

動で
行
学
力 委員会の活動についても意見交換が行われ、地域とＰＴＡ、

学校・幼稚園が一体となり「明正ファミリー」として子どもたち
を育てる明正小学校・幼稚園ならではのまちかど教育委員
会となりました。

in 明正小学校・幼稚園　11 月 14 日（月）　

in 佃中学校　2 月 10 日（金）

「明正小学校・幼稚園の
特色ある教育活動」について

テーマ

「学校と地域の連携による
オリンピック・パラリンピック教育」について

テーマ

　

総
合
教
育
会
議
は
、区
長
と
教
育
委
員
会
が
、円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、中

央
区
の
教
育
に
お
け
る
課
題
や
目
指
す
姿
等
を
共
有
し
な
が
ら
、連
携
し
て
効
果

的
に
教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
会
議
で
す
。

　

2
月
8
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
平
成
28
年
度
第
1
回
中
央
区
総
合
教
育
会
議

で
は
、「
中
央
区
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
に
つ
い
て
」を
議
題
と
し
て
、理
数
教
育

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
や
国
際
教
育
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
の
取
組
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、区

長
と
教
育
委
員
会
が
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、人
口
増
加
に
対

応
し
た
学
校
施
設
の
整

備
や
本
の
森
ち
ゅ
う
お
う

(

仮
称)

の
整
備
、生
涯
学

習
な
ど
に
つ
い
て
も
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、「
教
育

の
中
央
区
」に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
施
策
の
充
実
に
向

け
区
長
と
教
育
委
員
会

の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

会
議
の
記
録
を
公
開
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

中央区を訪れる２０２０年を一つの機会と捉えて、グローバル
社会を主体的に生き、共生社会実現に向けた人材を育てる
取組について、地域、学校、教育委員会が共に考える有意
義なまちかど教育委員会となりました。

連

分が
ハー
など
向
緒に

て

中央区を訪れる２０２０年を一つの機会と捉えて、グローバル
社会を主体的に生き、共生社会実現に向けた人材を育てる
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